平成２７年度　第１８回人事委員会　会議結果
	１　開催日時


　
　　　平成２７年１２月２２日（火）午後３時～４時
	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】　　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　　　　　　委　　員　　中　原　　　都

　　　　　　　　　　委　　員　　上　田　博　久

【事務局職員】　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　　　　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　    　  長　　富　山　哲　明　　

　　　　　　　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　　　　長　　河　村　　　淳

　　　　　　　　　　係　　長　　古　川　真　史

【傍聴者】　　　　なし
	４　議　題


議案第１号　平成27年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度（追加募集：事務・土木・獣医師））の第１次試験合格者の決定について

議案第２号　職員の採用選考について

議案第３号　人事委員会規則等の改正について（給与勧告関係）

議案第４号　選考により採用することができる職に係る承認について

　　　報告第１号　平成27年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（２回目））の採用候補者の決定について　　

　　　報告第２号　職員からの苦情相談について（事案番号27年－２号）

報告第３号　職員からの苦情相談について（事案番号27年－３号）
	５　議事の公開・非公開


議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、議案第１号及び第２号、報告第１号から第３号は非公開、議案第３号及び第４号は公開とすることについて全員の合意を得た。

	６　議　事


１　議案第１号

平成27年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度（追加募集：事務・土木・獣医師））の第１次試験合格者の決定について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。
２　議案第２号

　　職員の採用選考について事務局が説明し、原案のとおり決定した。
３　議案第３号

　　人事委員会規則等の改正（給与勧告関係）について事務局が説明し、原案のとおり決定した。
【説　明】

　　次のとおり規則及び通知を一部改正しようとするもの。

（１）改正する規則及び通知の名称

①規則

　　ア　期末手当及び勤勉手当の支給に関する規則（昭和41年鳥取県人事委員会規則第４号)

　  イ　管理職手当に関する規則（昭和33年鳥取県人事委員会規則第22号）

ウ　地域手当に関する規則の一部を改正する規則（平成27年鳥取県人事委員会規則第13号）

②通知

　　　期末手当及び勤勉手当の運用について（昭和41年２月1日付発鳥人委第12号鳥取県人事委員会委員長通知）

（２）概要

①期末手当及び勤勉手当の支給に関する規則の一部改正

     　勤勉手当の支給割合の引上げ（0.07月分）を含む職員の給与に関する条例の一部改正案が本年11月議会で議決されたことを踏まえ、成績区分に応じた成績率の範囲を定める規定について改正を行う。（本年12月期支給分に係る改正。来年６月期以降支給分については別途改正する。）

    　【施行日：公布日（適用日：平成27年12月１日）】

②管理職手当に関する規則の一部改正

　　　給料表の改定状況に準じて手当月額を改定するため、別表第２の改正を行う。

　　　【施行日：平成28年１月１日】

③地域手当に関する規則の一部を改正する規則の一部改正

     　職員の給与に関する条例の一部改正案が本年11月議会で議決されたことを踏まえ、平成30年３月31日までの支給割合について人事院勧告の内容に準じた改定を行うため、当該支給割合を定める規定の改正を行う。

      【施行日：平成28年１月１日】

④通知「期末手当及び勤勉手当の運用について」の一部改正

  　　①を踏まえ、戒告等の処分を受けた場合の成績率の範囲及び各任命権者における職員の区分ごとの手当支給総額の上限について定める規定の改正を行う。

      【施行日：公布日（適用日：平成27年12月１日）】
４　議案第４号

　　選考により採用することができる職に係る承認について事務局が説明し、原案のとおり決定した。
【説　明】

　　職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県営病院事業管理者から次のとおり申請があり、申請のとおり承認しようとするもの。
（１）申請のあった職及び採用予定者数
薬剤師　　　　　　　　　  ７名程度

診療放射線技師　　　　　　１名程度

作業療法士　　　　　　　　１名程度

（２）採用予定日
平成28年４月１日
　　
（３）申請理由
　　・作業療法士以外：欠員補充

　　・作業療法士　　：リハビリテーションの需要に対応した人員を確保し、患者の早期回復・社会復帰を図るため、増員するもの。

（４）選定方法

　　病院局において採用試験を実施。

①試験内容
・専門試験（専門的知識及び思考力、表現力などの能力についての論文試験）

・面接試験（個別面接による人物、専門的知識についての口述試験）

②受験資格

ア　年齢

昭和31年４月２日以降に生まれた者

イ　資格・免許

	病院薬剤師
	薬剤師免許を有する者（※）

	診療放射線技師
	診療放射線技師免許を有する者（※）

	作業療法士
	作業療法士免許を有する者（※）


　　　　（※）平成28年４月30日までに同免許を取得する見込みの者を含む。

（５）人事委員会の判断

上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するもの」として整理されている職であり、また、選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員

　　早急に（欠員補充の）対応をする必要があるな。

委　員

　薬剤師の問題が一向に解消しない。

委　員

　　薬剤師の国家試験の合格発表は４月頃だったか。

事務局

　　発表はその辺り。試験は２月頃。

委　員

　　薬学部が６年制に移行した当初は、卒業生の供給が少ない間だけ人材不足になるのかと思っていたが、結局は国家試験の合格率が低いわけだな。

事務局
　　どこも薬剤師が不足しているようで、都会の民間では給料を非常に上げているそうだ。

　　県内も民間病院を含めて不足しているということで、今年度新たに「未来人材育成基金」を作り、奨学金を受けた人が県内に就職すれば、返済にあたり無利子の奨学金なら1/2、最大で約200万円の助成を受けられるようにした。ただし、公務員は対象外。奨学金を受けていれば県内就職によりすぐに補助金がもらえる。

　　ただ、条例が通って募集を始めたのが9月に入ってからなので、それまでに今年度の新卒者は就職が決まってしまっている。よって、効果が出てくるのは多分来年度以降の話だろう。

委　員

　県外者でも、とにかく県内で薬剤師として就職しさえすれば、補助金がもらえるのか。

事務局
　そのとおり。

委　員

　　すぐ辞められたら困るが。

事務局

　就業年限の条件はある。

委　員

　これを機会に本県に来てもらえば、そのまま定着するケースもあるだろう。

事務局

　県と国が９割、民間が１割財源を出すフレーム。民間では薬剤師会と製造業とＩＴ業界が１割を負担している。

　　今は他の業界でも人手不足なので、同じように１割負担することで、他の業種も対象にしてほしいという話があるようだ。

委　員

　そうでもしなければ地域医療が荒廃してしまう。

委　員

　そもそも薬剤師不足については、薬学部が６年制に移行したこともあるし、国家試験の合格率の問題もあるが、まずは医療現場の診療報酬との関係では。

事務局
　それもある。以前は、院外処方になればあまり病院薬剤師はいらなくなるという話だったが、途中から病院薬剤師が院内処方の説明をすれば医療点数が高くなるという改正が行われたため、点数を上げるために薬剤師が説明をしなければならないということになってしまった。

委　員

　　薬剤師業界の政策的な話だな。

事務局
　そのとおり。それから、調剤薬局も薬剤師がいないと高い点数がもらえないので、ドラッグストアのチェーン店が大量採用するようになってきた。

委　員

　　盛んに足りないというが、本当に深刻な問題かと思いきや、案外そうでもないのでは。

事務局
　　収入を上げるために点数を取ろうと思えば、薬剤師を揃えなければいけないという話だろうと思う。薬剤師がいなければ点数を取る行為ができない、ということ。処方箋自体は医師が出せるので。

委　員

　薬剤師がいないことによる現場への不都合はどうか。

委　員

　業務が立ちゆかなくなるかというと、そんなことはないと思う。

事務局
　そのとおり。ただ、医療点数が上がらないので収入が上がらない。

委　員

　経営上の話だな。

事務局
　そのとおり。
薬剤師の国家試験合格発表時に、出身県別の合格者数がわかるそうだが、本県出身者は大体30～40人。元々の数がそれぐらいのロットしか人がいない。わざわざ本県にゆかりのない人がこちらに来ることは、今のところはなかなかない。

　今後、先ほどの奨学金の話で本県に来ることはありうるが、公務員は対象外なので。

委　員

　 それでは、しばらくこういう状態が続く可能性があるということだな。

事務局
　そのとおり。

委　員

　それをどうするか検討するのは、今は人事委員会ではなくて病院局ということだな。

事務局
　 そのとおり。

　 この春から試験主体を人事委員会から病院局に移して、多肢選択式の教養試験などを廃止し、記述式の専門試験と面接試験だけにした。民間の医療現場と同じような試験の形に変えた。

５　報告第１号

平成27年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ａ（２回目））の採用候補者の決定について事務局が説明した。
６　報告第２号
　　職員からの苦情相談（事案番号27年－２号）について事務局が説明した。
７　報告第３号

　　職員からの苦情相談（事案番号27年－３号）について事務局が説明した。

	７　次回人事委員会の開催


　　平成28年１月８日（金）午後３時から開催することとした。
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